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特別会計・事業会計

一　般　会　計

会　　計　　名 予  算  額

国民健康保険
特 別 会 計

事業勘定 44億7,100万円

診療施設勘定 1億8,900万円

公営墓地特別会計 2,550万円

介護保険特別会計 50億9,200万円

戸別浄化槽整備事業特別会計 4,400万円

会　　計　　名 予  算  額

温泉事業特別会計 1億1,170万円

後期高齢者医療特別会計 5億9,900万円

上水道事業会計
収益的支出 12億8,680万円
資本的支出 10億9,490万円

下水道事業会計
収益的支出 11億1,900万円
資本的支出 12億6,930万円

議会費市税 46億7,704万円

その他 7億9,674万円

繰越金 3億円

国庫支出金・県支出金 38億565万円

市債（借金）

繰入金 21億6,935万円

交付税・交付金 83億4,702万円

歳　　出歳　　入

1億8,961万円

その他 2,803万円

教育費 24億2,085万円

土木費 23億1,123万円

農林水産業費 12億8,085万円

民生費 69億7,888万円

公債費（借金の返済） 27億5,307万円

消防費 14億5,396万円

労働費・商工費 4億9,089万円

衛生費 19億7,453万円

総務費 30億1,810万円

28億420万円

上記議案は
原案どおり

可決

R3年度予算
9件

R3年度補正予算
2件

財産無償譲渡
1件

議員提出議案
2件

条例制定
1件

条例改廃
12件

会 期
2月26日から
3月17日まで

R3年
第１回
定例会

一般会計

令和３年度
総　額

前年度比 1.4%増
382億220万円

R2年度補正予算
6件

229億円
前年度比 1.2%増
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市民の生活を最優先とした
　　堅実、柔軟な予算編成



地方譲与税 1.2％
ゴルフ場利用税交付金 0.3％

地方消費税交付金 3.6％

主 な 歳 入 内 訳

地方交付税 70億5,000万円

国庫支出金 24億745万円

県支出金 13億9,820万円

地方消費税交付金 8億1,610万円

地方譲与税 2億7,509万円

ゴルフ場利用税交付金 7,540万円

市税 46億7,704万円
　市民税 17億8,506万円
　固定資産税 24億9,378万円
　軽自動車税 1億5,419万円
　たばこ税 2億3,277万円
　入湯税 1,124万円

依存
財源
65.3％

県支
出金
6.1％

地方
交付税
30.8％

国庫
支出金
10.5％

繰入金
9.5％

その他
12.8％

その他
4.8％

自主
財源
34.7％

市税
20.4％

主 な 事 業

●ひたまる読書活動推進事業
	 384万円
小中学生の読書の習慣化を図り、表現力を養
うため学校図書館専任職員を配置し、学校図
書館の充実を図ります。

●常陸大宮駅周辺整備事業
3億4,063万円

ＪＲ常陸大宮駅周辺を行政機関のほか、医療・
福祉及び情報・サービスの機能などが集約さ
れた地域として、住民生活の質の向上とまち
の活性化を図り、計画的な都市基盤整備等を
推進します。

●美和支所庁舎整備事業
2億1,661万円

令和4年4月に開始予定の「（仮称）地域セン
ター制度」に向け、支所庁舎の増築、外構工
事等を実施します。

●緒川支所移転事業
9,827万円

令和4年4月に開始予定の「（仮称）地域セン
ター制度」に向け、支所庁舎を緒川総合セン
ターへ移転するため、庁舎改修、外構工事等
を実施します。
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美和支所

駅西側の整備計画に係る現地踏査の様子

緒川総合センター



常陸大宮市学校給食センター条例
議案第19号

老朽化した大宮学校給食センターを廃止する
とともに、新たに学校給食センターを建設し
たことに伴い制定するものです。
施行期日　令和３年４月１日

条例
制定
条例

常陸大宮市行政組織条例の一部を改正する条例
議案第11号

総務部、地域創生部及び市民生活部の事務分掌を改め、より効率的かつ機能的
な組織体制の構築を図るものです。
施行期日　令和３年４月１日

常陸大宮市職員定数条例の一部を改正する条例
議案第12号

市長部局、選挙管理委員会、監査委員事務局及び教育委員会事務局に係る職員定数を見直すものです。
施行期日　令和３年４月１日

常陸大宮市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
議案第13号

医療職給料表（二）、医療職給料表（三）及び消防職給料表の適用を受ける職員の等級別基準職務表を見
直すものです。
施行期日　令和３年４月１日

常陸大宮市職員の特殊勤務手当に関する条例及び常陸大宮市国民健康保険
美和診療所職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

議案第14号

職員の特殊勤務手当のうち感染症防疫作業手当及び感染症接触手当について、国の取扱いが改められた
ことを受け、新型コロナウイルス感染症に係る支給の特例措置を見直すものです。
施行期日　令和３年４月１日　ただし、市職員の特殊勤務手当に関する条例附則第２項の改正規定及び
　　　　　美和診療所職員の特殊勤務手当に関する条例附則第３項の改正規定は、公布の日から施行する。

常陸大宮市地域経済牽引事業促進のための固定資産税の課税
免除に関する条例の一部を改正する条例

議案第15号

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律第25条の地方公共団体等を改める
省令（平成19年総務省令第94号）の一部改正に伴い、常陸大宮市地域経済牽引事業促進のための固定資
産税の課税免除に関する条例（平成22年常陸大宮市条例第16号）の一部を改正するものです。
施行期日　公布の日

条例
改廃
条例

制定

改廃
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常陸大宮市市営住宅条例の一部を改正する条例
議案第18号

子育て世帯の居住の安定を図るため、市営住宅の入居収入基準における特例対象者を見直すこと及び東日本大震災
復興特別区域法（平成23年法律第122号）の一部改正に伴い、常陸大宮市市営住宅条例（平成９年大宮町条例第
29号）の一部を改正するものです。
施行期日　令和３年４月１日

常陸大宮市介護保険条例の一部を改正する条例
議案第27号

令和３年４月から常陸大宮市第８期介護保険事業計画が開始されること及び介護保険法施行令（平成10年政令第
412号）の一部改正に伴い、常陸大宮市介護保険条例（平成12年大宮町条例第２号）の一部を改正するものです。
施行期日　令和３年４月１日

常陸大宮市国民健康保険条例の一部を改正する条例
議案第29号

新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成24年法律第31号）の一部改正に伴い、常陸大宮市国民健康保険条例
（昭和41年大宮町条例第12号）の一部を改正するものです。
施行期日　公布の日

常陸大宮市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準を定める条例等の一部を改正する条例

議案第28号

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令（令和３年厚生労働省令第
９号）が公布されたこと等に伴い、常陸大宮市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条
例ほか３条例の一部を改正するものです。
施行期日　令和３年４月１日

常陸大宮市営公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
議案第17号

野上原分譲地内に設置されている２公園を市営公園に位置づけること及び指定管理に関する規定を整理するものです。
施行期日　令和３年４月１日

常陸大宮市特別会計条例の一部を改正する条例
議案第16号

宅地造成事業特別会計を廃止するものです。
施行期日　令和３年４月１日

常陸大宮市山方ふれあい農園の設置及び管理に関する条例を
廃止する条例

議案第20号

利用客の減少や樹木の老木化等により、今後も有効な利用が見込めないことから、山方ふれあい農園を
用途廃止とするものです。
施行期日　令和３年４月１日

議会広報第66号5



令和 ３年 第１回定例会議決一覧
議案番号 件　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第２号 令和３年度常陸大宮市一般会計予算 予算決算 可決

議案第３号 令和３年度常陸大宮市国民健康保険特別会計予算 予算決算 可決

議案第４号 令和３年度常陸大宮市公営墓地特別会計予算 予算決算 可決

議案第５号 令和３年度常陸大宮市介護保険特別会計予算 予算決算 可決

議案第６号 令和３年度常陸大宮市戸別浄化槽整備事業特別会計予算 予算決算 可決

議案第７号 令和３年度常陸大宮市温泉事業特別会計予算 予算決算 可決

議案第８号 令和３年度常陸大宮市後期高齢者医療特別会計予算 予算決算 可決

議案第９号 令和３年度常陸大宮市上水道事業会計予算 予算決算 可決

議案第10号 令和３年度常陸大宮市下水道事業会計予算 予算決算 可決

議案第11号 常陸大宮市行政組織条例の一部を改正する条例 総務 可決

議案第12号 常陸大宮市職員定数条例の一部を改正する条例 総務 可決

議案第13号 常陸大宮市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 総務 可決

議案第14号 常陸大宮市職員の特殊勤務手当に関する条例及び常陸大宮市国民健康保険美和診療所
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 総務 可決

議案第15号 常陸大宮市地域経済牽引事業促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部
を改正する条例 経済建設 可決

議案第16号 常陸大宮市特別会計条例の一部を改正する条例 経済建設 可決

議案第17号 常陸大宮市営公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 経済建設 可決

議案第18号 常陸大宮市市営住宅条例の一部を改正する条例 経済建設 可決

議案第19号 常陸大宮市学校給食センター条例 文教福祉 可決

議案第20号 常陸大宮市山方ふれあい農園の設置及び管理に関する条例を廃止する条例 総務 可決

議案第21号 財産の無償譲渡について（常陸大宮市山方ふれあい農園） 総務 可決

議案第22号 令和２年度常陸大宮市一般会計補正予算（第12号） 予算決算 可決

議案第23号 令和２年度常陸大宮市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 予算決算 可決

議案第24号 令和２年度常陸大宮市介護保険特別会計補正予算（第４号） 予算決算 可決

議案第25号 令和２年度常陸大宮市温泉事業特別会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

議案第26号 令和２年度常陸大宮市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第27号 常陸大宮市介護保険条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第28号 常陸大宮市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例等の
一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第29号 常陸大宮市国民健康保険条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第30号 令和２年度常陸大宮市一般会計補正予算（第13号） 予算決算 可決

議案第31号 令和３年度常陸大宮市一般会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第32号 令和３年度常陸大宮市上水道事業会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議提第４号 常陸大宮市議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例 議会運営 可決

議提第１号 市長の専決処分事項について ― 可決
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○：賛成　　●：反対 『－』は議長は採決に加わりません。

◆賛否の分かれた議案等

　 令 和 ２ 年 度 補 正 予 算

　 令 和 ３ 年 度 補 正 予 算

会　　計　　名 補　　正　　額 主　　な　　事　　業

一般会計（第12号） 	 ▲9億3,125万円 山方宿広告塔塗装工事
中学生海外研修事業委託料

▲576万円
▲3,151万円

国民健康保険
特別会計（第4号）

事業勘定	 １億9,865万円 一般被保険者療養給付費負担金 １億8,423万円

診療施設勘定	 ▲163万円 医療機器 ▲74万円

介護保険
特別会計（第4号） 	 ▲899万円 運動教室委託料 ▲392万円

温泉事業
特別会計（第2号） ▲5,101万円 温泉・温浴施設等指定管理委託料 ▲4,385万円

後期高齢者医療
特別会計（第1号） 	 2,154万円 後期高齢者医療広域連合納付金 2,154万円

会　　計　　名 補　　正　　額 主　　な　　事　　業

一般会計（第1号） 7億8,238万円 医師委託料
地域経済活性化支援金

1億4,769万円
4億1,000万円

上水道事業
会計（第1号） 7,008万円 新型コロナウイルス感染症関連損失 7,008万円

議案番号 議　　　案　　　名 議決
結果

議　　　　　　員　　　　　　名
倉
田　
稔
之

圷　
　
司
一

髙
村　
　
功

黒
部　
博
英

小
原　
明
彦

岡
﨑　
欣
也

三
次　
弘
史

坂
本　
繁
輝

冨
山　
和
男

大
貫　
道
夫

小
森
敬
太
郎

𠮷
川　
美
保

武
石　
寿
長

髙
村　
和
郎

淀
川　
茂
樹

掛
札　
行
雄

秋
山　
信
夫

金
子　
　
卓

議案
第２号 令和 3年度常陸大宮市一般会計予算 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議案
第３号

令和３年度常陸大宮市国民健康保険特
別会計予算 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議案
第５号

令和３年度常陸大宮市介護保険特別会
計予算 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議案
第８号

令和３年度常陸大宮市後期高齢者医療
特別会計予算 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議案
第９号

令和３年度常陸大宮市上水道事業会計
予算 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議案
第11号

常陸大宮市行政組織条例の一部を改正
する条例 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議案
第12号

常陸大宮市職員定数条例の一部を改正
する条例 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

陳情
Ｒ3－1号

「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批
准を求める意見書」提出を求める陳情
書

不採択 ● ● ○ ● ● ● ● 欠 ○ ○ ― ● ● ● ● ● ● ○

議提
第４号

常陸大宮市議会議員政治倫理条例の一
部を改正する条例 可決 ○ ● ○ ● ○ ○ ● 欠 ○ ○ ― ○ ○ ● ○ ● ● ○
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に
よ
り
約
３
０
０
０
万
円
減
、
法
人
市
民
税
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
考
慮
し
６
６
０
０
万
円
減
、
一
方
で
固
定
資

産
税
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
に
よ
る
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ　
広
報
費
で
特
に
力
を
入
れ
る
ポ
イ
ン
ト
は

Ａ　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
ひ
た
ま
る
ア
プ
リ
を
よ
り
使
い
や
す
く

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
自
転
車
活
用
推
進
事
業
の
奥
久
慈
里
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
ル
ー
ト
で

市
民
グ
ル
ー
プ
等
は
結
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
国
県
道
に
お

け
る
安
全
管
理
面
で
懸
念
が
あ
る
の
で

は
な
い
か

Ａ　

市
民
グ
ル
ー
プ
等
の
結
成
は
現
時

点
で
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
安
全

面
に
つ
い
て
は
、
県
や
警
察
署
と
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

全会計予算は、議長を除く17名※の予算決算　　 常任委員会で審査しました。（委員長　掛札行雄、副委員長　岡﨑欣也）※坂本委員欠席

Ｑ　
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
医
療
機
器
等
更
新
事
業
補
助
金
２
０
０
０
万
円
増
額
の

理
由
は

Ａ　

更
新
予
定
の
医
療
機
器
が
年
々
高
額
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
も
１
億

８
０
０
０
万
円
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
年
度
以
降
も
１
億
２
０
０
０

万
円
で
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
特
定
不
妊
治
療
対
象
者
の
見
込
み
数
は

Ａ　

令
和
３
年
度
よ
り
治
療
費
の
全
額
助
成
を
行
う
こ
と
と
し
、
60
件
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
二
人
目
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　
今
ま
で
行
っ
て
い
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
ど
う
な
る
の
か

Ａ　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
事
業
委
託
は
行
わ
ず
、
結
婚
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
を
６
名

に
増
員
し
て
結
婚
応
援
事
業
の
企
画
運
営
も
行
う
こ
と
に
し
ま
す
。

Ｑ　
医
師
確
保
の
状
況
は

Ａ　

令
和
元
年
度
に
１
名
が
２
年
間
の
勤
務
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

臨
床
医
５
名
が
専
門
研
修
中
で
、
令
和
５
年
度
か
ら
３
名
、
令
和
７
年
度
か

ら
２
名
が
、
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
に
勤
務
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
令
和

３
年
度
は
、
継
続
で
１
名
、
新
規
で
２
名
の
医
学
生
に
、
就
学
資
金
を
貸
与

す
る
予
定
で
す
。

Ｑ　
一
人
1
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か

Ａ　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
、
新
た
に
一
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

が
整
備
さ
れ
、
活
用
の
た
め
学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
９
月
か
ら
導
入
す
る
予
定
で

す
。
８
月
ま
で
の
無
料
使
用
期
間
中
に
ど
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
を
導
入
す
る
か
検

討
し
ま
す
。
ま
た
、
持
ち
帰
り
学
習
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

Ｑ　
英
語
検
定
受
験
補
助
金
の
内
容
は

Ａ　

英
語
検
定
を
受
験
す
る
生
徒
に
対
し
て
、
４
級
１
０
０
０
円
、
３
級
以
上

１
５
０
０
円
の
検
定
料
を
計
９
２
５
人
分
補
助
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ　
体
育
協
会
補
助
金
の
減
額
理
由
は

Ａ　

補
助
額
は
、
常
陸
大
宮
市
体
育
協
会
か
ら
の
申
請
に
よ
り
ま
す
が
、
常
陸
大

宮
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
の
見
直
し
を
行
う
た
め
減
額
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

財
政
・
ま
ち
づ
く
り

文
教
・
福
祉

Q&A
pick up
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Ｑ　
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
る
状
況
の
中
で
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
46
名
の

任
期
と
必
要
性
に
つ
い
て
は

Ａ　

任
期
は
令
和
4
年
の
3
月
ま
で
で
す
。
推
進
委
員
等
が
精
力
的
に
地
権
者

等
へ
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
、
企
業
誘
致
と
新
規
就
農
者
へ
の
農
地
提
供
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
改
選
に
あ
た
っ
て
は
検
討

す
る
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
新
規
事
業
の
鳥
獣
被
害
無
く
し
隊
の
詳
細
と
メ
リ
ッ
ト
等
は

Ａ　

鳥
獣
被
害
無
く
し
隊
の
編
成
要
件
は
、わ
な
免
許
所
有
者
1
名
が
必
要
で
、

1
隊
5
～
6
名
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
活
動
は
、
構
成
隊
員
が
所
有
、
ま
た

は
管
理
す
る
農
地
の
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
と
し
、
捕
獲
隊
と
競
合
し
な
い

こ
と
、
そ
し
て
わ
な
を
仕
掛
け
る
段
階
か
ら
、
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
を
自
ら

処
分
す
る
自
己
完
結
型
と
す
る
こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
す
。
補
助
金
は
上
限

15
万
円
で
2
年
目
以
降
は
5
万
円
程
度
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
更
に
は
地
域

を
自
ら
が
守
る
と
い
う
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
環
境
整
備
活
動
の
広
が
り
も

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
市
営
住
宅
家
賃
滞
納
整
理
委
託
料
の
中
身
と
徴
収
の
想
定
は

Ａ　

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
経
費
で
、
家
賃
滞
納
者
へ
の
電
話
連
絡
、

個
別
訪
問
、
呼
び
出
し
て
の
指
導
等
を
実
施
し
て
、
現
年
度
の
家
賃
を
優
先

的
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
、
過
去
の
分
は
分
割
で
現
年
度
の
家
賃
に
割
り
増

し
す
る
か
た
ち
で
所
得
収
入
等
に
応
じ
た
範
囲
で
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

Ｑ　
空
き
家
対
策
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
業
務
と
相
談
会
、
相
談
員
に
つ
い
て
は

Ａ　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
空
き
家
対
策
の
全
般
的
な
事
務
関
係
専
任
の
嘱

託
職
員
で
、
空
き
家
の
相
談
会
は
年
２
回
開
催
し
、
相
談
員
は
茨
城
県
司
法

書
士
会
、
茨
城
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の
方
に
対
応
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

予算決算常任委員会（3月8日、9日、10日） 全会計予算は、議長を除く17名※の予算決算　　 常任委員会で審査しました。（委員長　掛札行雄、副委員長　岡﨑欣也）※坂本委員欠席

採決の結果、賛成多数で可決されました。

討 論 討論とは…議題になっている案件の「賛成」「反対」について、理由を明確に述べながら賛否を議論すること。

金子　　卓　議員
　申告時期となりコロナ禍で税金支払いができ
ないとの悲痛な声を聞きます。市民に寄り添っ
た支援を強く求めます。医療福祉費ですが当市
は所得制限をしている数少ない自治体のひとつ
であり、撤廃すべきです。イノシシ被害防止対
策は補助事業でなく市の事業にする必要があり
ます。専任の職員も必要です。全員が参加でき
ない中学生海外研修事業は中止すべきです。

反 対 岡﨑　欣也　議員
　個人住民税・法人市民税は新型コロナウイル
ス感染症の影響により、前年度より減額になり
財政環境は、引き続き厳しい状況です。
　こうした中、歳入では、地方債の活用、資金
等の繰入れ等により所要の財源を確保し、歳出
は常陸大宮駅周辺整備事業の関連経費のほか、
市総合計画の推進に向けた予算編成であり、健
全な財政運営にも配慮されており、議案第２号
に賛成します。

賛 成

令和3年度一般会計予算

経
済
・
産
業

議会広報第66号9
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常任委員会審査 pick up

  議案第11号　　常陸大宮市行政組織条例の一部を改正する条例
Ｑ　総務部に「危機管理課」を創設することについて
Ａ　概ね5名体制で総務部長が危機管理監を兼ねます。安全まちづくり推進課が所管している事業の一部

は生活環境課へ移管予定です。
Ｑ　秘書広聴課の広報戦略グループが企画政策課に移行することについて
Ａ　企画政策課の機能強化のため、プロモーション部門との連携を図るものです。
Ｑ　支所に配置していた保健師を健康推進課に集約する理由について
Ａ　保健師の年代構成は50代が4名と再任用が2名、他は20 ～ 30代が多く新規採用が1名です。世代交代が

予測されるため、集約をして育成を図る考えです。なお、各地域に担当保健師を配置する予定です。

  議案第12号　　常陸大宮市職員定数条例の一部を改正する条例
Ｑ　職員を減らす理由について
Ａ　令和2年度は４８９名です。第3次常陸大宮市定員適正化計画（令和2年度から同6年度）において、

人口減少が続く中でも期間中の職員数は現在のまま維持することとします。

  議案第21号　　財産の無償譲渡について（常陸大宮市山方ふれあい農園）
Ｑ　無償譲渡に係る補助金の交付条件について
Ａ　樹木の老木化が進む中、摘果や病害虫防除の消毒・事業継承のための技術指導など、収穫までの費

用相当分に対し、令和3年度に限り補助金を交付します。条件としては、3年間以上の事業継続と従業
員雇用を1年間は継続する事等です。

経済建設

総　務
◎委員長　○副委員長
※坂本委員欠席　　　

  議案第19号　　常陸大宮市学校給食センター条例
Ｑ　調理の業務委託期間は、どうなるのか
Ａ　新たに令和3年4月1日から3年間の長期業務委託契約を行います。
Ｑ　第3条の給食センターに所長その他必要な職員を置くとあるがその他の職員とは
Ａ　所長のほかに主査、栄養教諭等を配置します。

  議案第27号　　常陸大宮市介護保険条例の一部を改正する条例
Ｑ　介護サービスの充実について
Ａ　市内には特別養護老人ホーム6か所、29人以下の地域密着型特養が４か所あるなど、比較的施設が

多く充実しているものと考えます。

  議案第28号　　常陸大宮市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例
Ｑ　主な改正内容の中の業務継続に向けた取組強化の内容とは
Ａ　インフルエンザや新型コロナウイルスなどの感染症や災害が発生した場合に、介護サービスが滞るこ

とがないよう事前にシミュレーションやマニュアルの作成などの準備をしておくよう指導していきます。

  議案第17号　　常陸大宮市営公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
Ｑ　現在、市営公園の数は
Ａ　35公園です。

  議案第18号　　常陸大宮市市営住宅条例の一部を改正する条例
Ｑ　裁量世帯に移行する世帯数は
Ａ　11世帯が裁量世帯に移行します。

文教福祉
◎委員長　○副委員長

◎三次　弘史　○冨山　和男　　掛札　行雄
　武石　寿長　　小森敬太郎　　髙村　　功

◎𠮷川　美保　○岡﨑　欣也　　金子　　卓
　淀川　茂樹　　坂本　繁輝※  　倉田　稔之

◎委員長　○副委員長

◎小原　明彦　○圷　　司一　　秋山　信夫
　髙村　和郎　　大貫　道夫　　黒部　博英
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あなたが出された 請願・陳情は！
請願

陳情

番号 件　　　　名 提　出　者 紹介議員 付託委員会 結果

請　願
第R3-1号

小貫地内市道３０７２１号線の改良
整備に関する請願書

小貫区長　武藤　賢治
　ほか１２名 岡﨑　欣也 経済建設 採択

番号 件　　　　名 提　出　者 付託委員会 結果
陳　情
第R3-1号

「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求
める意見書」提出を求める陳情書

新日本婦人の会常陸大宮支部
　支部長　金子　はぎ子 総務 不採択

採決の結果、不採択となりました。

討 論
討論とは…議題になっている案件の「賛成」「反対」について、理由を明確に述べながら賛否を議論すること。

倉田　稔之　議員
　核兵器の悲惨さは唯一の被爆国として今まで
どおり世界に伝えて行くべき事であり、また、
核兵器の使用が人道上許されないという事に議
論の余地はありません。この陳情は、核兵器禁
止についてただちに署名批准せよ、というもの
で、現在の日本を取り巻く社会情勢、安全保障
の問題等を鑑みると、今はそれを許さないもの
であり政府の判断は正しく、よって陳情に反対
します。

反 対 金子　　卓　議員
　今年１月22日に発効した核兵器禁止条約は、
核兵器の開発・実験・生産・保有・使用を禁じ
る初の国際条約です。人類の歴史で初めて「核
兵器は違法」とする国際法が誕生したことは大
きな意義を持つものです。そして、この条約に唯
一の戦争被爆国である日本が署名・批准すれば

「核兵器のない世界」の実現に向けて大きな前向
きの変化をつくることは疑いありません。

賛 成

 陳情第R3-1号  「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書」
　　　　　  提出を求める陳情書

　請願・陳情は、市政に関することで、市民の皆様のご要望
等を直接議会に提出できる制度です。
提 出 先　議会事務局（本庁４階）
受付期間　各定例会開会日の７日前まで
そ の 他　署名簿は原本
　　　　　（拇印、サインは無効）

※審議の結果については、採択・不採択にかかわらず、郵送
でお知らせします。

書式例
（表紙）

令和　年　月　日

常陸大宮市議会議長　様
○○○○に関する請願書（陳情書）
　　　　　　　請願者
　　　　　　　　住所
　　　　　　　　氏名　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　ほか○人
　　　　　　　　（℡　　　　　　　　）

紹介議員
　○○○○　㊞

（陳情の場合、紹介議員は必要ありません）

（別紙）

件名　
○○○○に関する請願書（陳情書）

請願（陳情）趣旨

請願（陳情）事項
・
・

　地方自治法第124条の規定により提出
します。（陳情の場合は、除きます）

議会への請願・陳情

議会広報第66号11



議案番号 件　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第１号 令和２年度常陸大宮市一般会計補正予算（第11号） 予算決算 可決

令和３年第１回臨時会議決一覧 （令和3年2月4日開会）

議  員  提  出  議  案議  員  提  出  議  案

●
常
陸
大
宮
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

　

本
条
例
は
、
市
議
会
議
員
が
、
市
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
人
格
と
倫
理
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
等
を
目
的
に
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
、
そ
の
配
偶
者
又
は
当
該
議
員
の
1
親
等
若
し
く
は
同
居
の
親
族
が
役
員
を
し
て
い
る

企
業
及
び
議
員
が
実
質
的
に
経
営
に
携
わ
る
企
業
は
、
市
及
び
市
が
関
係
す
る
団
体
が
行
う
契

約
を
辞
退
し
、
市
民
に
疑
惑
の
念
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
条
例
改
正
に
よ
り
、議
員
が
辞
退
す
べ
き
契
約
の
対
象
に
新
た
に
「
物
品
納
入
契
約
」

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
　
（
改
正
前
）

　
　

工
事
の
請
負
契
約
、
下
請
工
事
、
業
務
委
託
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　
　
（
改
正
後
）

　
　

工
事
の
請
負
契
約
、
下
請
工
事
、
業
務
委
託
契
約
、
物
品
納
入
契
約

●
市
長
の
専
決
処
分
事
項
に
つ
い
て

　

市
長
が
議
会
の
議
決
を
経
ず
に
専
決
処
分
で
き
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
議
決
後
60
年
以
上
が

経
過
し
、
町
村
合
併
以
後
、
こ
の
規
定
に
よ
り
市
長
が
専
決
処
分
し
た
事
案
が
な
い
こ
と
等
、

現
行
の
運
用
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
そ
の
内
容
を
全
面
的
に
見
直

す
も
の
で
す
。

議
提
第
４
号

議
提
第
１
号

　令和３年議会報告会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、中止することといたし
ました。
　ご意見等は、下記の方法で広報広聴常任委員会宛てにお送りください。　
　　　郵　送　：　常陸大宮市議会事務局内　広報広聴常任委員会
　　　ＦＡＸ　：　０２９５－５２－２１８６
　　　メール　：　gikai@city.hitachiomiya.lg.jp

令和3年 議会報告会 中止のお知らせ

12



市
政
を
問
う

一般質問

市
政
を
問
う

武石　寿長  議員　…………………　Ｐ14

　　◇市長に問う
　　◇（仮称）美和地域センター事業について
　　　新型コロナウイルスについて

金子　　卓  議員　…………………　Ｐ15

　　◇緊急治水対策プロジェクトについて
　　　高齢者の難聴対策について
　　　移住・定住政策について
　　　介護保険について

大貫　道夫  議員　…………………　Ｐ16

　　　令和３年度予算について
　　　環境行政について
　　◇教育行政について

𠮷川　美保  議員　…………………　Ｐ17

　　　移住促進について
　　◇「断らない相談」体制の構築について
　　◇デジタル弱者について

髙村　　功  議員　…………………　Ｐ18

　　　新型コロナウイルス感染症対策について
　　◇太陽光発電システムについて
　　　大宮地域の生活道路について
　　　支所機能について

小原　明彦  議員　…………………　Ｐ19

　　◇地域の活性化について
　　◇オープンラボ（地域未来構想20）の取り組みについて
　　◇教育振興について

倉田　稔之  議員　…………………　Ｐ20

　　◇移住について
　　◇農業後継者について
　　◇耕作放棄地について

◇一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

　定例議会において、各議員が住民の代表として、市の行政全
般にわたり市当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけでなく、現
行政策の見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一般質問とは…

今回７人の議員が登壇し、
さまざまな視点から市政を問いました。
※今回の一般質問では、新型コロナウイルス感染防止の
　ため、マスクを着用して登壇しました。

議会広報第66号13



一 般 質 問

商
品
開
発
に
関
す
る
予
算
の
計

上
や
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
保
育
料
の
減
額

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
（
仮
称
）美
和
地
域
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

美
和
支
所
と

美
和
工
芸
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
地
域
の
拠

点
施
設
と
し
て
令
和
３
年
度
に

整
備
し
ま
す
。
支
所
を
縦
約
13

ｍ
・
横
約
22
ｍ
増
築
し
、
災
害

時
の
避
難
所
な
ど
に
使
用
で
き

る
会
議
室
、
防
災
備
蓄
室
や
多

武石　寿長
議員と

な
っ
て
市
民
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
所
存

で
す
。

　
新
年
度
予
算
へ
の
思
い
と
取

組
は

市
長
と
し
て
の
挑

戦
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
す
る
年
で
、
一
つ
目
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
継
続
、
二
つ
目

が
、
市
民
所
得
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
地
域
経
済
、
そ
の
土
台

を
形
成
す
る
人
口
減
少
を
抑
制

す
る
た
め
の
施
策
。
こ
の
二
つ

を
柱
と
し
、
常
陸
大
宮
駅
周
辺

整
備
事
業
は
、
私
の
施
策
実
現

の
第
一
歩
で
あ
り
、
子
育
て
世

代
や
若
い
方
々
が
居
住
し
た
く

な
る
よ
う
な
景
観
を
形
成
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
、

誘
客
を
促
進
す
る
新
た
な
観
光

目
的
室
を
設
置
し
、
外
部
か
ら

使
用
で
き
る
ト
イ
レ
や
自
家
発

電
設
備
の
導
入
を
行
い
、
内
部

仕
上
げ
に
は
地
元
産
材
や
県
産

材
を
優
先
し
て
使
用
し
ま
す
。

ま
た
、
普
通
車
と
身
障
者
用
合

わ
せ
て
32
台
分
の
駐
車
場
と
公

用
車
車
庫
８
台
分
を
整
備
し
、

防
火
水
槽
も
設
け
ま
す
。
さ
ら

に
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
社
会
福
祉
協
議
会
美
和
支

所
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

美
和
支
所
も
集
約
し
ま
す
。

美
和
工
芸
ふ

れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
は
、
公
民
館
機
能
と
し
て

の
生
涯
学
習
事
業
や
地
域
社
会

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
調
理

実
習
室
の
拡
張
改
修
、
車
い
す

等
に
も
対
応
し
た
ト
イ
レ
の
洋

式
化
や
施
設
入
り
口
の
ス
ロ
ー

プ
改
修
な
ど
を
行
い
、
誰
も
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
整
備
し
ま

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ご
就
任
一
年

目
の
想
い
を
伺
い
ま
す
。

就
任
後
、
市
職
員

の
知
恵
を
借
り
な

が
ら
職
務
に
努
め
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
死
者
ゼ
ロ
、
事
業
者
の
撤

退
、
倒
産
、
廃
業
も
今
日
ま
で

ゼ
ロ
が
達
成
で
き
て
い
る
こ
と

は
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
職
員
が
最
大
限
能

力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

と
適
材
適
所
の
人
事
を
行
い
、

自
己
研
鑽
に
励
み
、
全
庁
一
丸

す
。

　

な
お
、
美
和
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
は
解
体
予
定
で
進
め
て
い

き
ま
す
。

地
域
創
生
部
長
／

支
所
等
を
改
修
し
利
便
性

と
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

（
仮
称
）美
和
地
域

セ
ン
タ
ー
と
は

教
育
部
長

就任一年目の
想いは
市長／
市民の期待に
応えられるよう努めます

地
域
創
生
部
長

市
長

市
長
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一 般 質 問

　
各
地
で
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
当
市
で
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

マ
イ
・
タ
イ

ム
ラ
イ
ン

は
、
自
分
自
身
の
防
災
行
動
計

画
の
こ
と
で
す
。
山
方
地
域
及

び
御
前
山
地
域
の
自
主
防
災
会

や
区
の
役
員
を
対
象
に
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
の
対
象
は
役
員
だ
け

で
す
。
早
期
に
モ
デ
ル
地
区
を

決
め
て
作
成
す
る
よ
う
に
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

市
民
の
皆
様

が
直
接
参
加

す
る
講
習
会
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
地
区

の
設
定
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
、
調
査
・
検
討
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

金子　　卓
議員

　

当
市
は
一
昨
年
の
台
風
第
19

号
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
最
初
は
、
久
慈
川

と
那
珂
川
の
緊
急
治
水
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
で

す
。

現
在
、
国
土

交
通
省
常
陸

河
川
国
道
事
務
所
及
び
久
慈
川

緊
急
治
水
対
策
河
川
事
務
所
で

ハ
ー
ド
対
策
を
進
め
て
お
り
、

今
般
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
か
ら
、
地
域
の
皆
様

に
は
現
地
調
査
の
た
め
の
立
入

り
に
つ
い
て
の
回
覧
で
周
知

し
、
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
堤
防
整
備
関
係
の
改
良
復
旧

で
す
。
地
区
名
、
高
渡
・
上
大

賀
で
す
が
、
霞
堤
な
の
か
連
続

堤
な
の
か
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

当
該
地
区

は
、
霞
堤
の

整
備
保
全
を
行
う
位
置
付
け
で

す
。
現
在
、
そ
の
整
備
検
討
な

ど
に
必
要
な
調
査
・
測
量
・
設

計
等
を
行
い
、
具
体
的
な
整
備

内
容
を
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
と
ま
り
次
第
、
関
係

地
権
者
の
説
明
を
行
い
な
が

ら
、
関
係
者
の
方
々
か
ら
の
理

解
を
得
た
上
で
、
整
備
に
当
た

っ
て
い
き
た
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
地
区
名
、
岩
崎
・
小
貫
南
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
長
い
間
、
地

元
に
は
岩
崎
地
区
の
築
堤
と
い

う
こ
と
で
説
明
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
何
ら
か
の
変
更
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。こ

れ
ま
で
は
、

築
堤
に
よ
る

整
備
と
し
て
説
明
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
現
在
、
緊
急
治

水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
権
限

代
行
に
よ
り
県
河
川
整
備
計
画

を
踏
ま
え
つ
つ
、
流
下
能
力
を

高
め
る
た
め
の
様
々
な
検
証
・

解
析
・
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
整
備
に
つ
い
て
は
、
従
来

の
手
法
の
み
な
ら
ず
、
流
域
全

体
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、

設
計
が
ま
と
ま
り
次
第
、
関
係

者
の
方
々
へ
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
な
整
備
に
当
た
っ
て
い

き
た
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
捗
状
況
を
質
問

建
設
部
長
／
現
地
調
査
の
た
め
の
立
入
り
を

回
覧
で
周
知
し
、
事
業
を
進
め
て
い
ま
す

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

議会広報第66号15



一 般 質 問

ジ
タ
ル
教
科
書
に
つ
い
て
は
、

授
業
時
数
の
使
用
制
限
、
そ
し

て
導
入
費
用
等
な
ど
の
課
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
や
県
の
動

向
を
注
視
し
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
現
在
、
教
科
書
は
無
料
で
す

が
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
ど
う

な
の
か
、
そ
の
辺
も
含
め
た
、

し
っ
か
り
と
し
た
ル
ー
ル
づ
く

り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
次
に
学
習
指
導
要
領

の
改
訂
後
の
見
え
て
き
た
課
題

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

今
年
度
、
小

学
校
の
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
が
な
さ
れ
、

小
学
校
中
学
年
か
ら
外
国
語
教

育
の
導
入
や
小
学
校
に
お
け
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
修

化
な
ど
、
社
会
の
変
化
を
見
据

え
た
新
た
な
学
び
が
展
開
さ
れ

ル
教
科
書
の
費
用
負
担
を
各
自

治
体
が
負
う
こ
と
か
ら
導
入
が

進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
の
前
倒
し
が
進
む

中
、
文
部
科
学
省
は
児
童
・
生

徒
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
、
令

和
6
年
度
に
小
学
校
の
改
訂
教

科
書
の
使
用
開
始
に
合
わ
せ
て

本
格
導
入
す
る
方
針
と
し
て
お

り
、
令
和
3
年
度
、
小
中
学
校

の
対
象
学
年
を
定
め
て
課
題
等

の
解
決
策
を
実
証
的
に
明
ら
か

に
す
る
た
め
の
取
組
を
行
い
ま

す
。
本
市
に
お
い
て
も
小
中
学

校
で
こ
の
取
組
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
申
請
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
令
和
3

年
度
か
ら
中
学
校
社
会
科
と
理

科
の
教
師
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

を
導
入
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に

活
用
し
た
学
習
指
導
に
つ
い
て

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
・
生
徒
用
の
デ

て
い
ま
す
。
小
学
校
５
、６
年

生
の
外
国
語
の
教
科
化
や
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
取
組

で
あ
り
、
よ
り
専
門
的
な
知
識

と
指
導
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

よ
り
、
一
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
導
入
さ
れ
、
慣
れ
な
い

操
作
に
加
え
て
、
授
業
に
お
け

る
効
果
的
な
活
用
に
つ
い
て
苦

慮
す
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま

す
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
こ

れ
ら
の
教
育
改
訂
に
対
応
す
る

た
め
、
教
員
の
指
導
力
の
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
学
習
指
導

要
領
改
訂
の
本
格
化
、
コ
ロ
ナ

禍
で
い
ろ
い
ろ
な
対
応
が
必
要

な
と
き
に
大
変
だ
と
思
い
ま
す

が
、
教
科
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

問
題
点
等
を
含
め
て
伺
い
ま

す
。

児
童
・
生
徒

用
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

各
教
科
の
授
業
時
数
の
2
分
の

1
未
満
と
い
う
制
約
や
デ
ジ
タ 大貫　道夫

議員

急激な教育環境の
変革は

教育長／
国や県の動向を注視し検討

教
育
長

教
育
長
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一 般 質 問

吉川　美保
議員

援
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

令
和
元
年
度

か
ら
シ
ニ
ア

向
け
に
公
民
館
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
活
用
講
座
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
講
座
ア
ン
ケ
ー
ト
で
要
望

が
多
く
、
令
和
2
年
度
か
ら
は

一
般
の
方
を
対
象
に
し
て
実
施

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
あ
る
自
治
体
の
公
民
館
講
座

で
は
、
折
り
た
た
み
携
帯
を
お

持
ち
の
方
、
ま
た
携
帯
を
持
っ

て
い
な
い
方
に
も
門
戸
を
広
げ

た
企
画
を
し
て
い
ま
す
。
総
務

省
所
管
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援

員
に
よ
る
講
座
開
催
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

今
後
、
高
齢

者
層
に
も
配

慮
し
講
座
内
容
の
充
実
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
総
務
省
の

利
用
者
向
け
デ
ジ
タ
ル
活
用
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
関
係
部

署
と
連
携
を
図
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
い
な
い
方

の
利
活
用
に
つ
い
て
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
近
隣
自
治
体
で
は
、
多
機
関

の
協
働
に
よ
る
包
括
的
支
援
体

制
構
築
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
介
護
や
貧
困
等
複
合
的
な

問
題
を
抱
え
て
苦
し
む
住
民
に

一
元
的
に
対
応
す
る
「
断
ら
な

い
相
談
窓
口
」
を
全
国
の
市
町

村
に
設
置
し
て
い
く
新
た
な
事

業
が
今
春
か
ら
本
格
化
し
ま

す
。
こ
の
組
織
横
断
的
な
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
事
業
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

国
が
取
り
組

む
新
た
な
事

業
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
ま
た

が
る
、
あ
る
い
は
そ
の
は
ざ
ま

に
あ
る
横
断
的
で
複
合
的
な
問

題
に
対
し
て
相
談
窓
口
を
一
本

化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会

か
ら
の
孤
立
を
防
ぐ
包
括
的
な

支
援
体
制
を
構
築
す
る
も
の
で

す
。

　

本
市
の
地
域
福
祉
計
画
に
お

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

個
別
施
策
を
掲
げ
て
い
る
の

で
、
新
た
な
事
業
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
、
一
体
的
に
取

り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
新
た
な

事
業
の
要
綱
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
効
果
の
分
析
に
至
っ
て
い

な
い
た
め
、
引
き
続
き
情
報
収

集
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
で

き
る
か
ど
う
か
で
情
報
格
差
が

生
じ
な
い
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
流
れ
に
高
齢
者
が
取
り
残
さ

れ
な
い
よ
う
支
援
す
る
こ
と
は

大
切
で
す
。本
市
に
お
い
て
も
、

今
後
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
や
河
川
の
監
視
カ
メ
ラ
の

確
認
等
の
情
報
を
手
に
取
れ
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
市
が
現
在
取
り
組
む
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
に
関
す
る
支

高齢者層の
デジタル活用支援を
教育部長／
公民館スマートフォン活用
講座の充実に取り組む

保
健
福
祉
部
長

「
断
ら
な
い
相
談
」体
制
の
構
築
に
つ
い
て

新
た
な
包
括
的
支
援
体
制

 

…
国
は
「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
」を
創
設
し
、そ
の
3
本
柱
を
１
．

分
野
横
断
的
な
相
談
支
援
の
体
制

づ
く
り 

２
．
地
域
づ
く
り
支
援（
見

守
り
活
動
や
居
場
所
の
提
供
）
３
．

参
加
支
援
（
就
労
支
援
・
社
会
参

加
の
場
づ
く
り
）
と
し
て
い
る
。

保
健
福
祉
部
長
／
新
た
な
包
括
的
支
援
体
制
の

情
報
収
集
に
努
め
る

教
育
部
長

教
育
部
長

公民館講座
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一 般 質 問

状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

平
成
28
年

度
か
ら
令

和
３
年
２
月
ま
で
の
許
可
を
含

め
、
３
３
６
件
で
、
年
々
増
加
し

て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
住
民
か
ら
の
具

体
的
な
苦
情
は
。

許
可
を
出

さ
な
い
よ

う
に
で
き
な
い
か
と
い
う
相
談
は

過
去
に
あ
り
ま
し
た
が
、
農
地

法
に
違
反
し
て
い
な
い
限
り
許

可
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
回
答
し

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
以
前
は
同
意
書
が
必
要
と
聞

い
て
い
た
が
、
不
要
と
な
っ
た

経
過
は
。

平
成
30
年

12
月
ま
で

は
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に

必
須
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
事
業

者
か
ら
不
要
で
は
な
い
か
と
の
指

摘
が
あ
り
、
県
と
関
東
農
政
局

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
法
的
根

拠
が
な
く
、
国
の
通
達
に
反
す

る
の
で
は
と
い
う
回
答
が
あ
り
、

翌
年
１
月
よ
り
添
付
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
添
付
義
務

の
あ
る
誓
約
書
の
中
に
、
苦
情

が
生
じ
た
場
合
は
対
処
し
、
解

決
す
る
旨
の
記
載
を
し
て
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
危
惧
さ
れ
る
の
は

不
法
放
置
で
あ
り
、
膨
大
な
産

　

太
陽
光
発
電
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
土
砂
流
出
や
生
活
環

境
・
景
観
へ
の
悪
影
響
な
ど
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
市

の
現
状
は
。

住
宅
用
太
陽

光
発
電
10
キ

ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
設
置
数
は
平

成
14
年
度
か
ら
令
和
３
年
２
月

末
ま
で
で
９
３
４
件
で
す
。
ま
た

50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
設
置
数

は
、
平
成
28
年
10
月
か
ら
令
和

３
年
１
月
末
ま
で
で
50
件
で
す
。

　
農
地
転
用
に
係
る
施
設
の
現

業
ご
み
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
る
が
市
の
対
応
は
。

国
は
適
切
な

廃
棄
に
対
応

す
る
た
め
、
事
業
者
に
対
し
、

廃
棄
の
た
め
の
費
用
に
関
す
る

外
部
積
立
の
義
務
を
課
す
法
律

を
令
和
４
年
４
月
か
ら
施
行
し

ま
す
。
積
立
金
管
理
業
務
に
つ

き
ま
し
て
は
、
電
力
広
域
的
運

営
推
進
機
関
が
行
い
、
取
り
戻

し
は
、
廃
棄
を
伴
う
場
合
の
み

で
、債
権
者
が
任
意
で
は
で
き
ず
、

事
業
譲
渡
し
た
場
合
で
も
継
承

さ
れ
る
た
め
、
不
足
が
生
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
本

当
に
大
切
で
す
が
、
要
は
環
境

保
全
と
両
立
し
な
が
ら
、
乱
開

発
へ
の
規
制
を
す
る
こ
と
で

す
。
条
例
制
定
に
つ
い
て
の
考

え
方
を
伺
い
ま
す
。

全
く
同
じ
考
え
で

す
が
、
法
令
に
よ

り
設
置
基
準
等
が
定
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
諸
条
件
を
ク
リ
ア
し

て
い
れ
ば
、
条
例
で
規
制
し
て
も

設
置
可
能
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
国
の
大
本
の
法
律
を
変
え

る
以
外
に
方
法
は
な
く
、
独
自

の
条
例
制
定
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

市
民
生
活
部
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

環境保全との両立が求められる太陽光発電

髙村　　功
議員

条
例
で
太
陽
光
発
電
を
規
制
し
、

環
境
保
全
と
両
立
す
べ
き
で
は

市
長
／
国
が
法
律
を
変
え
る
以
外
に
方
法
は
な
く
、

考
え
て
い
ま
せ
ん

市
民
生
活
部
長

市
長
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一 般 質 問

地
域
活
性
化
支
援
交
付
金
事
業

を
次
年
度
か
ら
一
本
化
す
る
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
地
域
活
性
化
支
援
交
付
金
を

有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
、
区

長
会
と
行
政
が
連
携
を
図
り
、

慎
重
に
協
議
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
他
に
も
、

孫
タ
ー
ン
、
二
地
域
居
住
、
三

世
代
同
居
の
支
援
等
様
々
な
施

策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
自
治

体
が
あ
り
ま
す
。
移
住
定
住
の

新
た
な
施
策
の
推
進
へ
、
リ
ビ

ン
グ
シ
フ
ト
の
分
野
に
注
力
す

る
た
め
、
専
門
家
と
の
意
見
交

換
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、
オ

ー
プ
ン
ラ
ボ
の
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。オ

ー
プ
ン
ラ

ボ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
リ
ビ
ン
グ
シ
フ

ト
の
分
野
に
参
加
し
、
具
体
的

な
運
営
上
の
課
題
や
成
功
に
つ

な
が
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
自
治

体
や
専
門
家
に
よ
る
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
の
生
の
声
が
聞

け
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
間

も
な
い
こ
と
も
あ
り
、
登
録
自

治
体
は
少
な
い
状
況
で
す
が
、

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
構

築
は
今
後
の
人
の
流
れ
を
作
る

上
で
有
効
で
あ
り
、
地
方
創
生

の
施
策
の
参
考
に
な
る
も
の
は

積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
活
性
化
は
、
班
加
入

者
だ
け
で
な
く
班
未
加
入
者
も

含
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
快
く

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
努
め
、
地
域
の
皆

様
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ

ら
れ
る
よ
う
な
交
付
金
制
度
で

あ
る
べ
き
で
す
。
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
地
域
活
性
化
支
援
交

付
金
の
見
直
し
、
今
後
の
展
望

や
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り

推
進
事
業
と

　
思
考
力
や
想
像
力
、
心
の
豊

か
さ
を
育
む
読
書
活
動
を
推
進

で
き
る
環
境
づ
く
り
は
重
要
で

あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

誰
も
が
安
心
し
て
図
書
情
報
館

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
図
書

消
毒
機
の
導
入
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

現
在
の
利
用

者
数
は
、
約

45
％
、
学
習
室
は
約
60
％
昨
年

同
期
と
比
較
し
減
少
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
返
却
さ
れ
た
本
は

表
面
を
除
菌
拭
き
取
り
作
業
で

対
応
し
て
い
ま
す
が
、
図
書
消

毒
機
の
導
入
は
近
隣
市
町
村
の

設
置
、
利
用
状
況
等
を
調
査
研

究
し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
は
瞬
時
に

拡
散
す
る
た
め
、
被
害
は
深
刻

化
し
や
す
く
、
教
育
現
場
の
い

じ
め
等
に
つ
な
が
る
誹
謗
中
傷

対
策
も
重
要
で
あ
り
、
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
啓
発
事
業
、
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

有
害
サ
イ
ト

及
び
使
用
す

る
学
習
ソ
フ
ト
以
外
に
つ
い
て

は
、
ア
ク
セ
ス
制
限
を
し
、
さ

ら
に
端
末
の
利
用
に
つ
い
て
ル

ー
ル
を
明
確
に
し
て
、
学
校
と

連
携
し
児
童
、
生
徒
へ
の
指
導

を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

地域の活性化に
ついては

市民生活部長／慎重に
協議、検討していきます

政
策
審
議
監

教
育
振
興
に
つ
い
て
は

教
育
部
長
／
調
査
研
究
し
検
討
し
て
い
き
ま
す

小原　明彦
議員

市
民
生
活
部
長

図書消毒機の導入が期待される
現在の図書情報館の様子
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教
育
部
長

教
育
部
長



一 般 質 問

倉田　稔之
議員

　

昨
年
の
6
月
以
降
の
移
住
に

関
す
る
問
合
せ
の
件
数
や
成
約

数
等
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

移
住
に
つ
い

て
は
本
年
度

よ
り
、
移
住
者
向
け
の
支
援
策

と
し
て
、
市
内
に
住
宅
を
建
設

　
常
陸
大
宮
市
に
移
住
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
々
が
、
農
業

を
仕
事
と
考
え
て
い
る
、
と
い

う
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
逆
で
、
移
住
者
に
お
薦
め

の
仕
事
は
、
常
陸
大
宮
市
は
農

業
だ
、
と
い
う
事
を
市
が
積
極

的
に
言
え
れ
ば
、
移
住
の
促
進

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
現
実
は
ど
う
な
の
か
。
大

き
く
農
業
後
継
者
と
し
て
し
ま

う
と
、
く
く
り
が
大
き
す
ぎ
て

ぼ
ん
や
り
し
て
し
ま
う
の
で
、

「
奥
久
慈
な
す
」
と
「
奥
久
慈

ね
ぎ
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

ま
た
は
購
入
す
る
子
育
て
世
帯

等
に
対
し
て
住
宅
取
得
奨
励
金

を
交
付
す
る
際
に
、
市
外
か
ら

の
転
入
世
帯
に
対
し
て
20
万
円

を
加
算
し
て
お
り
、
そ
の
実
績

は
18
件
で
す
。

　
新
年
度
予
算
で
は
移
住
に
ど

う
い
う
施
策
が
講
じ
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

移
住
・
定
住

を
推
進
す
る

部
署
と
し
て
地
域
創
生
部
内
に

定
住
推
進
課
を
創
設
し
ま
す
。

そ
の
中
で
移
住
体
験
事
業
の
実

施
や
、
空
き
店
舗
や
農
地
つ
き

空
き
家
の
利
用
、
働
く
場
の
確

保
や
子
育
て
環
境
な
ど
の
関
連

部
署
が
連
携
し
た
新
た
な
移

住
・
定
住
施
策
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

の
就
農
者
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

奥
久
慈
な
す

部
会
は
57
人

で
、
移
住
者
が
4
人
、
新
規
就

農
者
が
3
人
で
す
。
奥
久
慈
ね

ぎ
部
会
は
35
人
、
移
住
者
が
4

人
、新
規
就
農
者
が
2
人
で
す
。

各
部
会
に
お
い
て
も
就
農
者
の

高
齢
化
や
次
世
代
の
担
い
手
不

足
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
一
般
質
問
は
、
実
は

移
住
者
対
策
を
軸
に
し
て
い
ま

す
。
移
住
し
て
来
る
場
合
、
就

農
す
る
事
に
な
る
と
、
耕
作
地

が
必
要
に
な
る
わ
け
で
、
そ
の

視
点
か
ら
、
今
、
耕
作
放
棄
地

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
新

年
度
の
予
算
で
は
ど
う
い
う
施

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
、

具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員

会
で
耕
作

放
棄
地
と
認
め
ら
れ
る
農
地
を

借
り
受
け
る
方
が
行
う
、
雑

木
等
の
伐
採
・
伐
根
、
ま
た
は

耕
作
に
適
し
た
土
地
と
す
る
た

め
の
土
壌
改
良
や
整
地
に
要
す

る
費
用
等
を
10
ア
ー
ル
当
た
り

5
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る
内

容
で
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
創
生
部
長

地
域
創
生
部
長

農
業
後
継
者
に
つ
い
て

産
業
観
光
部
長
／

地
域
全
体
で
就
農
者
を

支
援
す
る
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
の
構
築
を
進

め
て
い
ま
す

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
事
務
局
長
／

新
規
事
業
と
し
て
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す

移住について

地域創生部長／
令和３年度に地域創生部内に定住推進課
を創設します

農
業
委
員
会
事
務
局
長
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産
業
観
光
部
長



　平成25年３月の市議会定例会より本会議の一般質問の模様については、本会議終了後、おおむね
１週間でインターネットから視聴が可能となり、24時間いつでもインターネット上で録画映像をご
覧いただけます。

インターネットで議会映像（録画）をご覧いただけます。

★常陸大宮市議会のホームページから以下の手順でご覧いただくことができます。
　ホームページアドレス　https://www.city.hitachiomiya.lg.jp/page/dir000074.html

１

『議会中継』をクリック

２

『録画配信を見る』をクリック

３ 『開催年』及び『定例会』を
選択し、クリック

４ 観たい内容の
再生ボタンをクリック

●常陸大宮市議会議員政治倫理条例に基づく辞退届の
　提出状況を公表します。
辞退届の提出状況
辞退届とは、常陸大宮市議会議員政治倫理条例の第10条第3項に基づき、議員、その配偶者又は当該議
員の1親等若しくは同居の親族が役員をしている企業及び議員が実質的に経営に携わる企業が、市及び市
が関係する団体と契約を結ぶことを辞退する際に提出する届出です。

このたび、秋山　信夫議員より辞退届が提出されました。

　第１回定例会において、茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員に選出されました。

　　　淀川　茂樹　議員

茨城県後期高齢者医療広域連合人事

常陸大宮市議会中継 検索

議会広報第66号21
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議会広報第65号8ページ『討論』請願第R2-3号の反対記事
に誤りがありました。お詫びして訂正します。
　　〈誤〉広益性　　〈正〉公益性

お詫びと訂正

第２回定例会会期日程（予定）

発行責任者　常陸大宮市議会議長
編集　広報広聴常任委員会
〒319－2292
茨城県常陸大宮市中富町3135－6
ＴＥＬ 0295－52－1111（代）  内線413
　　　 0295－53－0393（直）
ＦＡＸ 0295－52―2186
E-mail gikai@city.hitachiomiya.lg.jp
ＵＲＬ https://www.city.hitachiomiya.lg.jp/
市議会広報は、ホームページでもご覧になれます。

議会を傍聴してみませんか？
　傍聴券は、会議の当日に傍聴受付（４階議会事
務局）において、先着順により交付します。
傍聴人の定員は30人です。定員を超えた
場合は、４階傍聴人ロビーのモニターで
ご覧いただけます。

（第1回定例会の傍聴者は延べ34人でした。）
※新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、
　マスクを着用して傍聴していただきました。
　ご協力ありがとうございました。

表紙の言葉

環境に優しいリサイクルした植物油を使用したベジタブルインクと再生紙を使用しております

春を鮮やかに彩る芝桜の群生（緒川地域）

編
集
後
記

　

春
爛
漫
、
夢
と
希
望
そ
し
て

心
地
よ
い
不
安
の
交
差
す
る
季

節
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
環
境

は
未
曾
有
の
難
局
の
渦
中
で
あ

り
、
社
会
を
支
え
る
医
療
従
事

者
及
び
関
係
者
の
皆
様
に
、
心

よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。
感
染

対
策
と
経
済
回
復
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
ま
す
が
、
一
日
も
早

く
安
心
で
安
全
な
生
活
が
戻
る

よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

議
会
広
報
66
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
今
後
も
紙
面
充
実
に
努

め
ま
す
。

委
員　

圷　
　

司
一

　2019年の台風19号の影響による被災で、一部区間において運転を見合わせていたJR水郡線が、3月
27日、全線で運転を再開しました。常陸大宮駅では市民の皆さんが、下り列車に旗を振って迎えました。

月日 曜 会　議 事　　項
６月３日 木 本会議 開会、議案説明

４日 金 休　会 議案調査

７日 月 本会議
予算決算常任委員会

議案質疑
補正予算審査

８日 火 常任委員会

９日 水 常任委員会

１０日 木 常任委員会

１１日 金 本会議 一般質問

１４日 月 本会議 一般質問

１５日 火 休　会 議案調査

１６日 水 本会議 委員会審査報告、質疑、
討論、採決、閉会

※都合により日程を変更する場合があります。

まち
かどか

ら…
まち
かどか

ら…

水郡線全線運転再開!! 3月27日


